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2．調査・研究事業
1 自主研究

1963（昭和38）年度 1964（昭和39）年度 1965（昭和40）年度 1966（昭和41）年度

国等の観光政策に
関わる調査研究

◦観光地開発選定基準要領
　（案）
◦観光地経営診断基本要領

観光地（地域）・観光資源に
関する調査研究

◦私鉄A社の観光開発 ＜関東＞
◦奥日光地区に関する第1次開

発資源調査報告書

◦県別・観光開発状況調査
＜中部＞
◦伊豆スカイライン観光旅行

実態調査

◦県別・観光開発状況調査
＜関東＞
◦観光地における旅館経営の

時系列的分析（草津温泉地
区）

＜中部＞
◦山岳・高原観光地における

宿 泊施 設について（志賀高
原・白馬山麓）

＜近畿＞
◦天野川地区観光調査報告書
（琵琶湖・米原町）

＜中国四国＞
◦観光産業の経済効果 －小豆

島における理論的実証的研
究－

◦小豆島観光産業開発計画調
査表

旅行・観光に関する市場
動向に関する調査研究

◦修学旅行を楽しくするため
　－昭和38年修学旅行事故例

集－

◦教育委員会からのへき地学
校 修学旅 行に関する意 見・
要望

◦自動車の動向調査
◦青少年旅行

◦国内観光の需要予測
◦家族旅行の実態と志向
◦ドライブ旅行の実態

観光産業に関する調査研究
（運輸業、宿泊業、旅行業、
レクリエーション施設等）

◦私鉄の伸び ◦スキー場の開設
◦吾妻国際スキー場視察報告
◦吾妻小屋・吾妻ロッジを中心

とする観光事情
◦神戸みなと会館調査報告書

◦「モテル」調査報告
◦「海浜ホテル・マリーナ」調査

報告書
◦「レストハウス」調査報告
◦ヘルスセンター事業の実態分

析と、その企業計画の実例に
ついて

◦貸切バス輸送と経営の実態
◦旅館における自家用車利用

客の実態調査
◦ロープウェイ事業の実態
◦スキーリフト事業（会社別）の

経営実態とその分析
◦主要旅行斡旋業者の調査
◦旅行斡旋業の実態と今後の

動向
◦主催旅行の実態
◦旅行金融制度 －旅行金庫を

めぐる諸問題について－

国際的な観光動向に
関する調査研究

◦アメリカン・エキスプレス社年
報

◦ワゴン・リ株式会社年報
◦地中海クラブに関する調査
◦ツーリスト・ライブラリーの

出版現況について
◦最近の日中関係の動き

◦アメリカン・エキスプレス社年
報

◦ワゴン・リ株式会社年報
◦OECD加盟国観光事業
◦米国旅行業者協会倫理綱領
（ホテルと旅行業者のチーム

ワーク）
◦スイス交通の家

◦アメリカン・エキスプレス社年
報

◦ワゴン・リ株式会社年報
◦OECD加盟国観光事業
◦イタリア観光株式会社（チッ

ト）年報
◦旅行業者について業務基準

と各国現行法比較および各
国の旅行業法

◦米国旅行業者協会倫理綱領
（ホテルと旅行業者のチーム

ワーク 付）

◦米国旅行業者調査
◦OECD加盟国観光事業
◦フランスの観光事業概観

【注記】
・特定の民間企業に関する研究・調査の場合、研究調査名をA社、B社等と表記している。
・研究・調査名に地名等がないものは都道府県名のみ表記した（北海道／東北／関東／中部〔新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県〕／近

畿〔京都府、大阪府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県、三重県〕／中国四国／九州／沖縄）
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2．調査・研究事業
1 自主研究

（1963〜1971年度）

1967（昭和42）年度 1968（昭和43）年度 1969（昭和44）年度 1970（昭和45）年度 1971（昭和46）年度

◦観光とモータリゼーション ◦訪日外客の実態
◦夏季訪日外客の実態
◦訪日外客のホテル・見物手配

の実態
◦国際会議市場としての日本

の将来 －職業的コングレス
オーガナイザー設立の可能性
追求

◦観光地の評価手法
◦冬季訪日外客のホテル・見物

手配の実態

◦観光地の評価手法
◦現代における観光の諸問題 －

木平勇氏還暦記念論文集－
◦冬季訪日外客の実態

◦県別・観光開発状況調査 ◦観光資源調査の手法 ＜関東＞
◦鬼怒川・川治地区旅館財務

集団調査報告書

◦旅行の心理分析
◦観光の需要予測

◦観光の心理分析
◦高年層の観光旅行の実態
◦東京都民の旅行の実態－ド

ライブ旅行・グループ旅行
◦秋田老人クラブ会員の旅行

実態
◦職場女性の旅行実態
◦家族旅行の実態と志向

◦国内の観光需要の推定 ◦ドライブ旅行の実態
◦旅行需要推計の一考察－地

域別・形態別による－
◦昭和50年の旅行需要

◦旅行の需要予測 －昭和50、
55、60年－

◦家族旅行の実態と志向

◦一般個人を対象とした旅行
業者利用の実態調査

◦会社事業所を対象とした旅
行業者利用の実態調査

◦主要旅行斡旋業者調査
◦遊園地事業の実態・遊園地

事業調査表

◦ドライブインの経営
◦Aリゾートホテル調査

◦旅行産業指標の研究
◦一般旅行斡旋業者調査
◦会社・事業所における旅行

斡旋業者の利用実態
◦会社・事業所における国内

招待旅行の実態

◦旅行業者のイメージ調査
　－動機の心理的考察－
◦一般旅行斡旋業者調査
◦国観連経営実態調査
◦Aリゾートホテル調査

◦アメリカン・エキスプレス社年
報

◦ワゴン・リ株式会社年報
◦OECD加盟国観光事業
◦欧米の旅行業者－その当面

する問題と動向
◦英国の観光事業とホテル

◦アメリカン・エキスプレス社年
報

◦OECD加盟国観光事業
◦英国の旅行業実態調査
◦地中海クラブに関する調査

◦米国の国内線航空券販売経
費調査

◦アメリカン・エキスプレス社年
報

◦アテネおよびポンペイを中心
とした観光資源としての古代
遺跡研究

◦国際観光とマーケティング　
　－IUOTOセミナー

◦アメリカン・エキスプレス社年
報

◦OECD加盟国観光事業
◦米国の旅行関係資料集
◦米国からの太平洋旅行

◦OECD加盟国観光事業
◦米国人ツーリストの海外旅行 

1965－1969年の分析と1975年
までの予測

◦ドイツ旅行業界の現況と話
題
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1972（昭和47）年度 1973（昭和48）年度 1974（昭和49）年度 1975（昭和50）年度

国等の観光政策に
関わる調査研究

◦観光地の評価手法 ◦観光開発計画の手法 －観光
立地条件調査－

◦観光診断報告書一覧
◦観光立地調査と設備投資戦

略ゼミナール
◦日本におけるウィンターリ

ゾートの現状と課題 －ウィン
タースポーツ問題国際会議

◦別荘地開発の実態

観光地（地域）・観光資源に
関する調査研究

＜関東＞
◦水戸射爆跡地海浜レクリエー

ション利用基本構想
＜中部＞
◦若狭湾国定公園食見海浜レ

クリエーション開発基本構想

◦入湯税による温泉市町村の
利用実態

＜北海道＞
◦北海道観光レクリエーション

開発基礎調査
◦ニセコ地 域 観 光レクリエー

ション開発基本構想
＜中国四国＞
◦文化財保存都市構想の研究 

－津和野 保存と町づくり

旅行・観光に関する市場
動向に関する調査研究

◦マーケティング研究会の報告

観光産業に関する調査研究
（運輸業、宿泊業、旅行業、
レクリエーション施設等）

◦都市型立地産業の研究 －旅
行業の営業所を一例として－

◦’73年に勝つための販売戦略
講座

◦やさしい販売効率のとり方

◦旅館券からみた観光地の分
析

国際的な観光動向に
関する調査研究

◦OECD加盟国観光事業 ◦OECD加盟国観光事業 ◦OECD加盟国観光事業 ◦OECD加盟国観光事業
◦パラオ島における経済・社会

構造と観光

1981（昭和56）年度 1982（昭和57）年度 1983（昭和58）年度 1984（昭和59）年度

国等の観光政策に
関わる調査研究

◦「国土計画における自由時間
対応の課題」に関する研究

◦「国土計画における自由時間
対応の課題」に関する研究

◦観 光 実 態 調 査 の 活 用にあ
たっての諸課題に関する研究

◦国際観光の経済的社会的効
果

観光地（地域）・観光資源に
関する調査研究

◦生態系把握と住民参画に基
づく山岳諸地域の活性化に
関する比較研究

＜九州＞
◦長崎県雲仙島原半島におけ

る探求型観光資源に関する
調査研究

◦離島観光に関する基礎的研
究

旅行・観光に関する市場
動向に関する調査研究

◦80年代における日本人の価
値観と旅行志向

◦海外旅行者の旅行先におけ
る行動予定調査

観光産業に関する調査研究
（運輸業、宿泊業、旅行業、
レクリエーション施設等）

◦旅行業者利用実態調査 ＜東北＞
◦マインランド尾去沢入込実態

調査（秋田県鹿角市）

国際的な観光動向に
関する調査研究

◦観光分野での技術・経済協
力を推進する方策の研究

◦PA C I F I C 　 M I C R O N E S I A   
CORPORATION CONTRACTS 
AND RELATED DOCUMENTS 
1981

◦観光分野での技術・経済協
力を推進する方策の研究

◦中国の観光資源評価の試み

◦海外旅行における国際交流
のあるべき姿の研究

◦海外旅行における国際交流
のあるべき姿の研究
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1976（昭和51）年度 1977（昭和52）年度 1978（昭和53）年度 1979（昭和54）年度 1980（昭和55）年度

◦「将来の観光レクリエーショ
ンの 動 向とそ の 対 応 策 －
1980年代のビジョン」につい
ての研究

◦「温泉の保健的利用」につい
ての研究

◦全国観光資源調査
◦将来の観光レクリエーション

の動向とその対応策 －1980
年代の観光ビジョン

◦「新しい余暇対策の一環とし
てのクアハウスの開発」につ
いての研究

◦入湯税による温泉市町村の
利用実態（昭和47年度－51年
度）

◦観光調査統一化のための研
究

◦観光に関する13章 観光地の
取り組むべき課題

＜北海道＞
◦札幌国際スキー場利用客実

態調査

◦日本人の旅行と旅行業者利
用の実態 －全国旅行調査報
告書－

◦野外トリム施設の現状とレク
リエーション施設としての応
用に関する調査研究

◦スキーツアーホールセラーの
実態に関する市場調査

◦OECD加盟国観光事業 ◦OECD加盟国観光事業 ◦OECD加盟国観光事業 ◦OECD加盟国観光事業 ◦OECD加盟国観光事業

1985（昭和60）年度 1986（昭和61）年度 1987（昭和62）年度 1988（昭和63）年度 1989（平成元）年度

◦観光の現代的課題 ◦観光文化に関わりの深い地
域伝統芸能の基礎的調査・
研究

◦観光資源一覧表作成に関す
る調査研究

＜北海道＞
◦北海道における冬期レクリ

エーション活性化方策に関す
る研究

＜関東＞
◦群馬県野外博物館構想と松

井田町坂本宿保存開発計画

◦リゾート開発における自治体
経営の諸課題とその解決方
策に関する研究

◦観光レクリエーション需要予
測の手法に関する研究

◦日本人の価値観と旅行志向
に関する研究

◦日本人の価値観と旅行志向
に関する研究

◦リゾート需要に関する研究

◦1989年旅行の見通し調査 ◦日本人の価値観と国内旅行
◦1990年旅行の見通し調査

◦野外博物館構想具体化研究 ＜中国四国＞
◦グリーンピア安浦入込実態

調査

◦旅行産業研究

◦中国の観光開発における一
提言に関する調査Ⅱ

◦講演 観光に係わる国際協力
について －東京工業大学 森
地茂

2．調査・研究事業
1 自主研究

（1972〜1980年度／1981〜1989年度）
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1990（平成2）年度 1991（平成3）年度 1992（平成4）年度 1993（平成5）年度

国等の観光政策に
関わる調査研究

◦西暦2000年の国民生活と観
光レクリエーションを中心と
した国土のあり方についての
研究

◦観光レクリエーション活動の
諸課題とその将来像に関す
る研究

◦障害者、高齢者のための旅
行情報データベース作成につ
いての研究

◦障害者、高齢者のための旅
行情報データベース作成につ
いての研究

観光地（地域）・観光資源に
関する調査研究

◦リゾート開発における自治体
経営の諸課題とその解決方
策に関する研究

◦スキー場の実態に関する研究 
－車山高原・札幌国際を例と
して

＜中部＞
◦伊豆地域における観光地の

変貌と立地についての研究

◦過疎対策と村おこし 講演 北
海道・占冠村長 観音信則

旅行・観光に関する市場
動向に関する調査研究

◦1991年旅行の見通し調査 ◦1992年旅行の見通し調査 ◦1993年旅行の見通し調査 ◦1994年旅行の見通し調査

観光産業に関する調査研究
（運輸業、宿泊業、旅行業、
レクリエーション施設等）

◦旅行業を中心とした観光産
業における女性の役割に関
する研究

◦旅行業を中心とした観光産
業における女性の役割に関
する研究

◦旅行業を中心とした観光産
業における女性の役割に関
する研究

◦旅行関連産業の課題と方向
性

国際的な観光動向に
関する調査研究

◦日本人旅行者の外国観光地
への諸効果に関する研究

◦日本人旅行者の外国観光地
への諸効果に関する研究

◦米国のオートキャンプ場の
実態 －1991年度米国研修報 
告－

◦ワイキキ：都市リゾートの形
成に関する研究

◦アメリカ経済における旅行産
業の役割の分析
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1994（平成6）年度 1995（平成7）年度 1996（平成8）年度 1997（平成9）年度 1998（平成10）年度

◦エコツーリズム研究会 ◦障害をお持ちの方の旅行に
関するソフト面の整備と旅行
需要の掘り起こしについて

◦インターネットが旅行業に与
える影響についての考察

◦有識者からみたわが国の観
光計画史に関する研究

＜北海道＞
◦湯の川温泉活性化プロジェク

ト

◦都道府県別の観光入込の経
年変化

◦1995年旅行の見通し調査 ◦1996年旅行の見通し調査
◦リゾート需要の実態に関する

基礎的研究

◦1997年旅行の見通し調査 ◦1998年旅行の見通し調査 ◦1999年旅行の見通し調査
◦旅行者マーケット調査
◦観光入込動向定点観測調査

◦ネイチャー・ライティング・ツ
アーの開発

◦民家の現状について
◦主要海水浴場水質調査結果

◦主要水浴場水質調査結果 ◦旅行業に関するエコツーリズ
ムの研究

◦オートキャンプ場計画と利用
に関する調査（福島県民の森
オートキャンプ場）

◦主要水浴場水質調査結果

◦REPORT OF STUDY AND 
T R A I N I N G  I N  T O R B AY, 
GREAT BRITAIN（1993年度海
外研修レポート）

◦ハワイ諸島 －マスタープラン
に基づいたリゾート地の発展

◦アメリカルーラルツーリズム
日本人誘客促進への提言

◦海外の観光政策、組織の研
究

2．調査・研究事業
1 自主研究

（1990〜1998年度）
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1999（平成11）年度 2000（平成12）年度 2001（平成13）年度 2002（平成14）年度

国等の観光政策に
関わる調査研究

◦全国総合開発計画における
観光政策の研究

◦観光経済波及効果（TSA）の
基礎研究

◦観光地運営におけるNPOの
可能性に関する研究

◦海外の環境先進地域におけ
るエコホテル・エコ観光地の
認証に関する研究

◦観光地におけるNPOの可能
性に関する調査研究海外事
例調査

◦エコツーリズムの認証制度に
関する研究

◦近代化産業遺産保存活用マ
ニュアルづくり

◦自然観光地におけるトイレと
環境整備のあり方に関する
実態的研究

◦みなとまち研究会

◦旅行・観光産業の経済効果
に関する研究

◦これからのリゾート振興に関
する研究（リゾート再生研究
会）

◦観光地の自律性に関する研
究

◦産 業 遺 産 保 存 活 用方 策 マ
ニュアル作成

◦都市と観光に関する研究
◦インバウンドマーケット調査
◦日本語ガイドによるインバウ

ンド・モニタープログラム

◦旅行・観光産業の経済波及
効果に関する研究～日本版
TSAマニュアルの検討

◦観光地における障害者・高
齢者対応の現状と課題

◦これからのリゾート振興に関
する研究

◦観光とNPO研究
◦観光振興に対する地域住民

理解のためのツール開発に
関する研究

◦訪日外国人旅行の実態
◦日本におけるインバウンドの

歴史的研究
◦旅行の医学的効果に関する

研究

観光地（地域）・観光資源に
関する調査研究

＜北海道＞
◦国立公園における湖畔温泉

観光地のあり方に関する研
究

◦釧路広域圏の観光経済波及
効果と地域振興に関する研
究

＜沖縄＞
◦沖縄県観光経済波及効果調

査

◦ 四 温 泉 地 ま ちづくり交 流
フォーラム

◦湖畔観光地に関する基礎的
研究

＜北海道＞
◦国立公園における湖畔温泉

観光地のあり方に関する研
究

◦釧根地域観光の経済効果分
析に関する研究

◦ワールドカップ開催を契機と
したスポーツによる地 域交
流文化の創造過程と定着を
テーマとする研究

旅行・観光に関する市場
動向に関する調査研究

◦2000年旅行の見通し調査
◦旅行者マーケット調査
◦観光入込動向定点観測調査

◦2001年旅行の見通し調査
◦旅行者マーケット調査
◦20世紀の旅行を振り返る
◦Mother Daughterマーケティ

ング研究会
◦入湯客数全国調査
◦モバイルコミュニケーション

共同調査＆研究プロジェクト

◦2002年旅行の見通し調査
◦旅行者マーケット調査
◦ストック消費者の旅行動機と

生活価値観に関する共同研
究

◦ポスト「癒し」マーケットに関
する研究

◦2003年旅行の見通し調査
◦旅行者マーケット調査
◦「平成リッチライフ」マーケッ

トに関する調査研究
◦ストック消費者の旅行動機の

研究（30代における本質的な
旅行動機と商品に関する研
究）

観光産業に関する調査研究
（運輸業、宿泊業、旅行業、
レクリエーション施設等）

◦主要水浴場水質調査結果 ◦21世紀の旅館と旅行業を考
える会

◦主要水浴場水質調査

◦21世紀の旅館ホテルの在り
方を探る会

◦「観光施設向け総合ASPサー
ビス」システムの開発とその
効果に関する研究

◦主要水浴場水質調査結果

国際的な観光動向に
関する調査研究

◦欧米における観光研究組織
に関する研究

◦発展途上国の地方における
有効な観光振興施策実施に
関する研究

◦海外および我が国における
観光行政の研究

◦中国の観光動向と最新観光
開発事情に関する研究

◦海外における観光教育機関・
観光研究機関に関する調査
研究－欧米における実態研
究

◦中国・雲南省最新観光事情　
麗江・大理・昆明の観光ポテ
ンシャルを探る
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2003（平成15）年度 2004（平成16）年度 2005（平成17）年度 2006（平成18）年度 2007（平成19）年度

◦観光産業と農漁業の連携に
よる「食のブランド化」施策と
その経済効果

◦観 光まちづくり人材育成制
度・事業に関する研究

◦我が国ツーリズムにおけるク
オリティマネジメントに関す
る研究

◦環境と観光地経営のあり方
に関する研究

◦ヘリテージ・ツーリズムの可
能性に関する研究

◦我が国のウエルネスツーリズ
ムの可能性に関する研究

◦旅行の医学的効果に関する
研究

◦観光税の導入に関する研究
◦美しい観光地づくりのための

計画論に関する研究
◦旅行の医学的効果に関する

研究

◦美しい国土づくりに関する実
証的研究

◦観光地経営に関する理論的
な枠組みの構築にむけた実
証的な研究

◦サステナブル・ツーリズムの
制度と仕組みに関する研究 
－観光地の資源管理に関す
る研究

◦食と観光との有機的連携方
策検討のための研究調査

◦産業を活用した観光振興事
例調査

◦旅行の医学的効果に関する
研究

◦コミュニティベースドツーリズ
ムの研究

◦旅行ムーブメント史の研究

◦コミュニティベースドツーリズ
ムの研究

◦地域におけるエコガイドの定
着過程に関する研究

◦花街と観光
＜北海道＞
◦温泉観光地の再生に関する

実証的研究
◦北海道観光ベンチャーの創

出に向けた共同研究

＜北海道＞
◦温泉観光地の再生に関する

実証的研究

＜北海道＞
◦温泉観光地の再生に関する

実証的研究

◦都道府県の観光政策に関す
る研究

◦都道府県の観光政策に関す
る研究

◦2004年旅行の見通し調査
◦旅行者マーケット調査
◦市場分析機能の強化と公開

媒体の充実

◦2005年旅行の見通し調査
◦旅行者マーケット調査
◦旅行欲求構造解析及び旅行

決定プロセスに関する研究
◦これからの日本社会における

欲求のゆくえについての文明
論的研究

◦旅行者の主観的健康感に関
する研究

◦2006年旅行の見通し調査
◦旅行者マーケット調査
◦中国人の訪日旅行の動向と

嗜好に関する研究
◦アウトバウンド旅行動向の国

際比較に関する研究 （IPK調
査）

◦2007年旅行の見通し調査
◦旅行者マーケット調査
◦海外旅行市場調査
◦リピーターの形成過程に関す

る研究

◦2008年旅行の見通し調査
◦旅行者マーケット調査
◦海外旅行市場調査
◦全国CS調査研究
◦海外旅行市場の縮小要因に

関する緊急調査

◦観光ベンチャー

◦アウトバウンド旅行動向の国
際比較に関する研究

◦アウトバウンド旅行動向の国
際比較に関する研究（IPK調
査）

◦海外における観光人材教育
に関する研究（アジア・オセ
アニア）

◦韓国文化観光政策研究院と
の研究交流

◦韓国文化観光政策研究院と
の研究交流・国際化研究会

◦韓国文化観光政策研究院と
の共同研究

◦海外における観光統計活用
事例の研究

2．調査・研究事業
1 自主研究

（1999〜2007年度）
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2008（平成20）年度 2009（平成21）年度 2010（平成22）年度 2011（平成23）年度

国等の観光政策に
関わる調査研究

◦コミュニティベースドツーリズ
ムの研究

◦コミュニティベースドツーリズ
ムの研究

◦戦略的インバウンド研究［今
後のインバウンド政策のあり
方研究］

◦コミュニティベースドツーリズ
ム研究

◦温泉地における住民意識等
に関する基礎的研究

◦地域の観光振興に資する財
源のあり方に関する研究

◦地域における戦略的なインバ
ウンド推進に関する研究

◦観光・交流に対する住民意
識に関する研究

観光地（地域）・観光資源に
関する調査研究

◦温泉まちづくり研究会 ◦温泉まちづくり研究会
◦観光地マーケティング研究会

◦温泉まちづくり研究会
◦観光地マネジメント研究会
◦都道府県の観光振興政策の

現状と課題に関する調査
＜沖縄＞
◦沖縄県の持続可能な観光地

づくりに関する普及啓発事業
（キャリング・キャパシティに

関するシンポジウム及び冊子
作成）

◦温泉まちづくり研究会
◦観光地マネジメント研究会
◦都道府県の観光振興政策に

関する研究
◦利用者の観点に立った自然

公園の管理運営のあり方に
関する研究

＜東北＞
◦東北観光復興プロジェクト
◦陸中海岸地域の観光復興に

関する基礎調査
◦田野畑村の観光復興にかか

る支援事業
＜中部＞
◦観光が里山エリアの課題解

決に果たす役割に関する研
究 －白川村ケーススタディ－

旅行・観光に関する市場
動向に関する調査研究

◦旅行者マーケット調査
◦オピニオンリーダーに聞く旅

行者モニター調査
◦海外旅行市場調査
◦日本市場研究（ETC・JATAと

の共同研究）

◦旅行者マーケット調査
◦海外旅行市場調査
◦旅行市場基本構造調査
◦旅行者動向長期トレンド研究
◦旅行市場予測研究

◦旅行者マーケット調査
◦海外旅行市場調査
◦余暇活動の変化構造に関す

る研究
◦休暇に関する意識調査
◦旅行市場予測研究

◦東日本大震災発生後1年間に
おける旅行マーケットに対す
る影響研究

◦旅行者マーケット調査
◦海外旅行市場調査
◦旅行市場基本構造調査
◦旅行市場予測研究

観光産業に関する調査研究
（運輸業、宿泊業、旅行業、
レクリエーション施設等）

国際的な観光動向に
関する調査研究

◦韓国文化観光政策研究院と
の研究交流
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2012（平成24）年度 2013（平成25）年度

◦観光指標のあり方に関する研究
◦観光資源の評価手法に関する研究
◦観光・交流に対する住民意識に関する研究
◦アジア諸国のインバウンド政策に関する研

究

◦諸外国のインバウンド政策に関する研究 －
インバウンド市場における地方分散化施策
のあり方について－

◦韓国及び台湾のアウトバウンド旅行市場に
関する研究観光まちづくりの安定財源に関
する研究 －入湯税を中心として

◦経済効果を高めるための観光政策に関す
る研究

◦これからの観光地づくりと観光計画に関す
る研究

◦観光指標と認証制度に関する実践的研究
◦観光地における住民参加に関する研究

◦温泉まちづくり研究会
◦観光地マネジメント研究会
◦観光が里山エリアの課題解決に果たす役割

に関する研究
◦自然公園の望ましい利用に関する研究
◦地域振興に資する長距離歩道のあり方に関

する研究

◦温泉まちづくり研究会
◦観光地マネジメント研究会
◦自然公園研究会～利用者の視点に立った

自然公園の管理運営のあり方に関する研究
◦観光が里山エリアの課題解決に果たす役割

に関する研究
＜東北＞
◦東北の観光復興に関する研究（震災から3

年間の記録）

◦旅行者マーケット調査
◦海外旅行市場調査
◦旅行市場基本構造調査
◦ローコストキャリアが旅行市場及び地域に

与える影響に関する研究

◦旅行者マーケット調査
◦旅行マーケットトレンド研究
◦シニア旅行マーケットに関する研究

2．調査・研究事業
1 自主研究

（2008〜2013年度）


